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　本県は、東西約96km、南北約119km、総面積約6,362k㎡の県土を有し、海抜12ｍ程度から2,500ｍ

超までの変化に富んだ地形の中に、森林や利根川に代表される多くの河川、湖沼などが存在する豊かな自

然に恵まれた県土を有しています。

　このような県土の上に、多くの動植物により多様な生態系が形づくられ、またそこに暮らす人びとは、

環境との調和を図りながら生活を営み、産業や文化を育んできました。

　群馬県の環境の現状は、次のとおりです。

　県内の温室効果ガス排出量は18,699千t-CO2（平成25(2013)年度データ）となり、平成24(2012)年

度に比べ0.7ポイント減少しました。前年度と比べて排出量が減少した要因は、電力消費量の減少等が挙

げられます。なお、電力排出係数が上昇しましたが、それ以上に電力消費量の減少が見られます。

　平成26(2014)年度の河川におけるＢＯＤの環境基準達成率は平成25(2013)年度から５ポイント下

がって77.5%でしたが、平成21(2009)年度以降は横ばい傾向です。依然、全国平均93.9％（平成26

(2014)年度）と比較すると低い状況です。

　また、湖沼におけるＣＯＤの環境基準達成率は83.3％で平成25(2013)年度と変わりませんでした。

平成23(2011)年度は、一時的に達成率が低下して50.0%となりましたが、以降は改善傾向にあり、全国

平均55.6％（平成26(2014)年度）を大幅に上回っています。

　同じく汚水処理人口普及率は77.5％で、改善傾向にありますが、全国平均89.5％（平成26(2014)年

度）を大きく下回っています。

第２節環境行政の動き (2006-2014) 群馬県の環境の現状

温室効果ガス１

水質2

環境ＧＳ認定制度創設

群馬県流域別環境基準維持達成計画策定

尾瀬国立公園誕生(29番目の国立公園)

第10次鳥獣保護事業計画策定

群馬県一般廃棄物処理マスタープラン（県広域化計画）策定

尾瀬ビジョン策定

エコツーリズム推進法制定

第三次生物多様性国家戦略策定

尾瀬学校開始 生物多様性基本法制定

京都議定書第１約束期間（～2012）

群馬県地球温暖化防止条例制定 尾瀬国立公園シカ管理方針策定

群馬県土壌汚染対策専門家会議設置 生物多様性国家戦略2010策定

環境基本計画(2006-2015)中間見直し 生物多様性条約第10回締約国会議(ＣＯＰ10)開催

群馬県地球温暖化対策実行計画（2011-2020）策定 生物多様性地域連携促進法制定

群馬県循環型社会づくり推進計画策定 東日本大震災・福島第一原子力発電所事故発生

第11次鳥獣保護事業計画策定 放射性物質汚染対処特別措置法制定

群馬県バイオマス活用推進計画策定 環境教育等促進法改正

群馬県レッドデータブック改訂 生物多様性国家戦略2012-2020策定

渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録

電源群馬プロジェクト開始

群馬県土砂等による埋立て等の規制に関する条例制定

群馬県次世代自動車充電インフラ整備ビジョン策定

ぐんま緑の県民基金事業の創設 地域自然資産法制定

群馬県希少野生動植物の種の保護に関する条例制定

群馬県環境学習等推進行動計画策定
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　平成23(2011)年３月11日に発生した東北地方太平洋沖地震による地殻変動影響で大幅な地盤沈下

が発生しましたが、平成24(2012)年から平成26(2014)年までの間では地震前の傾向と同様に、地盤沈

下の注意が必要となる20mm以上の沈下はありません。

地盤3

　光化学オキシダントは昭和48(1973)年の測定開始以来、環境基準を達成したことがなく、毎年注意報

が発令されています。平成26(2014)年度は10日発令されました。全国的にも同様の傾向となっていま

す。

　平成23(2011)年度から測定を開始した微小粒子状物質（PM2.5）は、平成26(2014)年度で10測定局

中６測定局で環境基準を達成しました。一方、浮遊粒子状物質（SPM）などの項目については、平成

26(2014)年度も環境基準達成率100%を維持しています。

※23、24年度は前橋局の年平均値、25年度は前橋・太田・沼田局の各年平均値の平均値、26年度は前橋・太田・沼田・

館林・桐生・吾妻・嬬恋局(全局)の各年平均値の平均値です。 

4 大気

（資料:環境保全課）
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（資料：下水環境課）
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